
「個別の教育支援計画」作成・活用について
ー聴覚支援学校通級指導教室よりー

2022年12月19日

⼤阪府⽴⽣野聴覚⽀援学校
リーディングスタッフ 小学部 大峠 由紀江
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本日の内容

① 学校紹介
② 個別の教育支援計画・個別の指導計画
③ 通級指導教室について
④ 支援・指導の実際
⑤ 本人の様子（変化等）
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大阪府立中央聴覚支援学校

大阪府立堺聴覚支援学校

大阪府立生野聴覚支援学校

大阪府立だいせん聴覚高等支援学校

ぴょんぴょん教室

校区は府内全域

ゆうなぎ園

聴覚支援学校

なないろ

①学校紹介 幼児児童生徒数(名）

幼稚部 ３９

小学部 ５０

中学部 ２６

合計 １１５

通級指導教室 ３０（小１８、中１２）

令和４年度
幼児・児童・生徒数

聴覚支援学校の現状 通学区域割
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日常生活に必要な言語力を育成する。

本校の教育方針

一人ひとりの障がいの状況に応じた

確かな学力を育成する。

将来の自立・社会参加に向けて
必要な力をつける。
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本校の個別の教育支援計画
• 幼・小・中と切れめのない支援
• 指導・支援については、自立活動及び学校生活全般で取
り組んでいる。

• 医療・福祉等との連携
＊作成の手順

• 本人保護者の要望を聞く。(年度初めの懇談や家庭訪問)

• 1年間の支援目標、手立てを設定する。

• 1学期の懇談で保護者に説明。追加や変更があれば記入
する。

• 年度末に評価を行い、成果、改善すべき内容、引継ぎ事項
を記入する。

• 学年末懇談で、保護者に説明する。
(例) 様式４.教育的ニーズと支援内容
様式1.成育歴 様式2.障がいなどの状況
様式3.関係機関との連携協力・支援ネットワーク
様式４.教育的ニーズと支援内容 で構成。

②個別の教育支援計画・個別の指導計画
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本校の個別の指導計画
・小学校の教育課程に準ずる指導内容を
個に応じた計画で実施している。（一般学級）

・障がいの状況に応じた指導を実施している。(重複学級）
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③通級指導教室について

本校HPより

測定
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校⻑
教頭（相談の窓口）
支援部（校務分掌）の代表
リーディングスタッフ（L.S）R4年度3人（各学部1人）
各学部主事（幼・小・中）
3歳未満児教育相談担当者
通級指導教室担当者（小学部1人、中学部1人）
全校聴能担当の代表

幼稚部

小学部

中学部

通級指導教室3歳未満児教育相談

全校聴能

I-DICの体制
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通級指導教室の役割

目的

障がいに基づく困難を改善できるよう支援する。

１ 子どもの指導

２ 保護者への支援

３ 在籍校・学級担任との連携

４ 支援教育のセンター校として
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通級指導教室の児童、生徒数の推移

小学生 中学生 合 計
H16(2003) 11 0 11
H17(2004) 24 1 25
H18(2005) 21 2 23
H19(2006) 23 3 26
H20(2007) 22 4 26
H21(2008) 17 4 21
H22(2009) 23 4 27
H23(2010) 24 5 29
H24(2012) 20 9 29
H25(2013) 15 5 20
H26(2014) 21 5 26
H27(2015) 21 8 29
H28(2016) 16 10 26
H29(2017) 20 7 27
H30(2018) 23 5 28
R1(2019) 25 7 32
R2(2020) 21 12 33
R3(2021) 22 13 35
R4(2022) 19 12 31
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通級による指導日及び時間

☆指導時間：
個別指導（小・中学部４５分）
保護者に対する支援（１５分程度）

☆時間帯：
１時間目(14：１５～)
２時間目(15：１５～)
３時間目(16：１５～)

☆回数
週１回 隔週１回 月１回 の何れかを選択

＊保護者、担任への支援等も随時行っています。
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通級による指導の内容
（１）自己理解と、障がいに基づく

困難の改善・克服
□指導内容（主に自立活動）

○発音･発語学習（構音の改善にかか
わる指導など）

○聴覚学習、聴覚管理（補聴器、デジ
タル補聴援助システムを含む）

○言語指導（ことばの学習）

○自己理解 （自分のきこえや障がい
を正しく受け止める）

○コミュニケーションに関すること（手
話、指文字を含む）

○教科の補充的学習 ○その他

（２）集団活動の提供
□おもな活動
○「お楽しみ会」の開催 ○合同学習
○体験学習（本校に進学予定の子どものみ）
○修了式（修了証書＋ろう教員の話をきく）

（３）在籍校で、より充実した
学校生活が過ごすために

□活動内容
○在籍校への学校訪問
（音環境調査や授業の様子を見学、助言）

○通級教室への授業参観（在籍校の教員対象）
○指導に関する相談
個別の教育支援計画、個別の指導計画作成の
連携

○在籍校での教職員向けの研修会
○在籍校児童、生徒への障がい理解授業

④支援・指導の実際
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在籍校との連携

• 学習状況の報告
• 担任等、通級による指導の参観
と懇談

• 在籍校への訪問、教室の音環境
の調査

授業参観、懇談

• 個別の教育支援計画作成につ
いてのアドバス

• 個別の指導計画の作成（連携）
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通級指導教室利用時の教育相談結果

• 在籍校へ、きこえや発音に関する調査結果をも
とに、支援について、所見、意見を報告する。

• 在籍校での指導の参考にしている。
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通級指導教室の個別の指導計画(例)

〇小学1年生の個別の指導計画の一例
・発語発音学習、聴覚学習、ことばの学習
・繰り返し続けること
・家庭や在籍校と一緒に取り組むこと

〇子どもに合わせた内容
ソーシャルスキルトレーニング
自己理解
教科の補充（英語、音楽、算数など）
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• 在籍校は個別の指導ファイルに閉じ、今後の指導
方針作成に活用している。

通級による指導の1年間の報告
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通級指導教室に通う子どもたちの困りについて

• 補聴器やロジャーがあったら大丈夫！ ではない。
教員も友だちも、補聴器があればきこえていると思っている。

⇒きこえにくくて困った状況になった時にどうしたらいいかわからない。

• 授業がわからない。
自分がきこえにくいからわからない、と思っていない。

⇒問題は語彙力の弱さ。学習言語が少ないため、説明がわからない。

⑤本人の様子(変化等)

＊ロジャー＝デジタルワイレス補聴援助システム
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子どもたちの困りについての対応

・自分のきこえについて話す。
きこえにくい時にどうしてほしいかを伝える。

・どんな音がきこえにくいのか？
苦手な音、きこえやすい音を理解する。

・どんな支援や配慮があれば、うまくいくかを「知る」。

・語彙を増やすための工夫をする。
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通級による指導によってできるようになったこと

•きこえにくいことによる学習上または生活
上の困難を改善、克服しようとする姿勢

自分の困りを意識し、周りに伝えることができる。

自分のしたいことを実現させようとする意志を持つ。
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ご清聴ありがとうございました
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